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７月号令和2年

龍郷町に移住しました
地域おこし協力隊がインタビューしました

第７回　テーマ発表
たつごうエッセイコンテスト

大島紬購入費等助成制度
開設：子育て世代包括支援センター

荒波龍美館
落成式

 新連載

龍郷町の人口　令和2年５月末現在(前年比)　3,123世帯（+32） 男2,911人（+17） 女3,099人（+9） 計6,010人（+26）
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「荒波龍美館」を発案した
堀悦子氏（中勝）

（一社）Ｅ’more秋名代表理事の村上裕希氏（後ろ中央）と地元スタッフの皆さん

落成式の様子 当日用意されたお弁当 田中完 大島支庁長

　
令
和
２
年
６
月
７
日
、幾
里
集
落

に
完
成
し
た
飲
食
宿
泊
施
設「
荒
波

龍
美
館
˜
荒
波
の
や
ど
り
」の
落
成

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。竹
田
町
長
は

「
住
民
の
皆
さ
ま
が
地
域
の
た
め
に

何
が
必
要
か
、何
を
す
べ
き
か
自
ら

考
え
、行
動
し
た
結
果
、出
来
上
が
っ

た
施
設
で
す
。荒
波
地
区
の
伝
統
文

化
や
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
軸
と

し
て
、さ
ら
に
は
持
続
可
能
性
に
配

慮
し
た
奄
美
ら
し
い
観
光
を
全
国
に

発
信
し
、観
光
客
、ま
た
地
域
に
愛
さ

れ
る
施
設
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

ほ
し
い
。」と
挨
拶
し
ま
し
た
。ま
た

田
中
支
庁
長
は「
荒
波
地
区
の
集
落

を
つ
な
ぐ
拠
点
に
な
る
こ
と
、龍
郷

町
、奄
美
大
島
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、ま
ー
じ
ん
ま
、き
ば
り

ん
し
ょ
ろ
。」と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
同
施
設
は
昨
年
名
称
を
公
募
し
町

内
外
か
ら
２
４
０
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
堀
悦
子
氏
(
中

勝
)の「
荒
波
龍
美
館
」が
選
ば
れ
、落

成
式
の
中
で
賞
状
と
副
賞
の
龍
美
館

宿
泊
券
が
町
長
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。堀
氏
は「
公
募
の
話
を
聞
い
た
と

き
、ま
ず『
美
』の
文
字
が
浮
か
び
ま

し
た
。こ
の
地
域
は
自
然
、伝
統
文
化
、

人
々
の
絆
が
と
て
も
美
し
い
。空
に

向
か
っ
て
勢
い
よ
く
上
っ
て
い
く
龍

と『
美
』と
い
う
文
字
を
合
わ
せ
ま
し

た
。」と
命
名
の
経
緯
を
語
り
ま
し
た
。

　
施
設
は
木
造
２
階
建
て
、延
べ
床

面
積
は
３
５
４
平
方
㍍
。飲
食
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
ス
ペ
ー
ス
や
、食
品
加

工
室
の
ほ
か
、２
階
に
は
客
室
３
部

屋
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
当
施
設
は
地
域
住
民
ら
で
結
成
さ

れ
た
一
般
社
団
法
人
Ｅ
ｍ
ｏ
ｒ
ｅ(
イ

モ
ー
レ
)秋
名(
村
上
裕
希
代
表
理
事
)

が
指
定
管
理
者
と
な
り
運
営
。６
月
10

日
か
ら
弁
当
や
総
菜
の
販
売
を
開
始

し
て
い
る
他
、状
況
を
み
て
７
月
以
降

に
宿
泊
客
を
受
け
入
れ
る
予
定
で
す
。

’

荒波龍美館～荒波のやどり
落 成 式 　令和２年６月７日     

あ ら ば り ゅ う び か ん
私たちが作る

シマジュウリ
を

食べにいらし
てください
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災害の危険が 迷わず避難　迫ったら
 「避難」とは「難」を「避」けること、
つまり 安全を確保（在宅避難、避難
所、知人･親戚宅等）することです。

避難する際の持ち物を確認・準備しましょう  平常時に確認

避難所における5つのポイント 新型コロナウイルス感染症拡大予防

３つの咳エチケット

□ 携帯電話（充電器含む）
□ モバイルバッテリー
□ 携帯ラジオ
□ 筆記用具
□ 非常食、飲料水
□ 缶切り、ナイフ
□ 携帯用トイレ

□ 現金（小銭含む）
□ 通帳、印鑑
□ 保険証、免許証、パスポート
□ 母子健康手帳
□ 着替え、歯ブラシ
□ レジャーシート
□ 携帯用カイロ

□ 懐中電灯（予備電池）
□ 軍手、スリッパ
□ ライター、マッチ
□ 救急用具、薬

□ マスク
□ 消毒液
□ 体温計

□ ハザードマップで自宅に色が塗られていれば避難場所を確認
□ 頑丈で高層階に自宅がある場合は、在宅避難も検討
□ 避難先は、小中学校・公民館だけではありません。

安全が確保できる親戚や知人宅への避難も検討
□ 避難に時間がかかる高齢者の方等は、警戒レベ

ル３で避難を開始！
□ 警戒レベル４で全員避難！
□ 避難場所が増設・変更されている可能性がある

ので、市町村のHP等であらかじめ確認

ご家族と一緒に身の回りの災害リスクを確認しましょう

警戒レベル❺( 市町村が発令 ) は
既に災害が発生している状況

感染症対策としての備え
※マスク・消毒液・体温計が不足
しております。できるだけ各自で
携帯してください。

※非常用持ち出し袋に入るもの。ヘルメット等は玄関に置いておく。

□ 健康状態（体温、嗅覚異常等）を確認
□ 持参品は、洗剤などで定期的に清掃
□ 換気を実施し、他の人とは十分な距離を
□ 手洗いや咳エチケットの徹底
□ 体調が悪い場合は、すぐに申告

□ 公共の場所から帰った時
□咳やくしゃみ、鼻をかんだ時
□ご飯を食べる前と後
□病気の人のケアをした時
□外にあるものを触った時

龍郷町

マスクを着用
（口・鼻を覆う）

マスクがない時
ハンカチなどで
口・鼻を覆う

とっさの時
袖で口・鼻を
覆う

手洗いの
５つの
タイミング
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動画をご覧いただけます

　町老人クラブ連合会は今年度、コロナ感染拡大
予防のため総会を見合わせ、役員・理事会を開催し
ました。会のはじめ、自粛が続いたことに対して明る
い気持ちで前進できるよう、「上を向いて歩こう」を
合唱しました。今年度の表彰者は以下の通り。【会長

７年】平山勝治
（幾里）【会長５
年】広瀬未男（安
木屋場）、岡江純
一郎（龍郷）、濱口
修光（芦徳）
敬称略

　本町地域おこし協力隊員の森まゆみ隊員は「コロ
ナで自粛が続いていた子供たちやお年寄りの運動不
足解消に役立ててほしい。」と、アラバルーン（ゴム風
船の布カバー）を制作しました。町内の保育所、小学
校、高齢者福祉施設など約50か所への寄贈プロジェ

クトを始め、このほ
ど円小学校へ風船
カバー２個を寄贈し
ました。

　本場奄美大島紬協同組合（前田豊成理事長）はこ
の日、紬業界の維持振興のための要望書を本町へ提
出しました。内容は以下の通り。①減収事業者への
給付金など緊急的措置②群島内や本土での新たな
販売会開催③出身者の購入費補助など紬の着用促

進④研修生の住
宅賃借補助といっ
た紬産業の維持
振興⑤シャリンバ
イの植林推進など
原材料の確保。

　この度、台湾パラリンピック協会よりビデオレターが届き
ました。映っているのは、今年１月に本町で開催された交流
事業に参加いただいた、卓球選手の蕭淑卿氏と、盧碧春
氏。ビデオの中で「新型コロナウィルスに負けないで共に頑
張りましょう。」とエールを送っていただきました。来年に延

期された東京大会、
皆で是非、台湾選手
団を応援しましょう。

　龍郷町青少年育成ミュージカル「KIKUJIRO」の初回
稽古がこの日、行われました。脚本・演出・音楽制作の
松永太郎氏は「長い時間をかけて皆さんと一緒に作り
上げていきたい。」と参加者に伝えました。また、碇山
実行委員長は「来年には菊次郎の活躍だけでなく君た

ちの活躍を多くの人
に見てもらいたい。
頑張ってください。」
とエールを送りまし
た。参加希望者はご
相談ください。
☎（６９）４５３２。

東京オリ・パラ本町ホストタウン

台湾より応援メッセージ届く

コロナ拡大に伴う要望書
百貨店や販売会の中止が相次ぐ

龍郷町老人クラブ連合会第１回役員・理事会
上を向いて歩こう

　窪田圭喜議長は「経済的な不安や負担に町民は
大きな危機感を募らせている」と説明し、本町に
要望書を提出しました。内容は以下の通り。①感染
拡大防止の徹底と対策②早急な生活支援の対策
③雇用（休業）対策④売り上げが減少している事業

所（事業者）等に
対する経済対策
⑤税金等の減免
⑥長期化に備え
た感染防止対策
と更なる経済支
援策調査、研究。

龍郷町議会からコロナ対策に関する要望
多様な救済策を望む

令和３年西郷菊次郎翁生誕160周年記念
小学校５年生から高校生、計20名で練習スタート

荒波＋バルーン＝アラバルーン
みんなが笑顔になる風船

ルー・ピツゥンショウ・スーチン

TatsugoTownTopics

Tatsugo -3-

令
和
２
年

７
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

名
誉
町
民

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト

ト
ピ
ッ
ク
ス

荒
波
龍
美
館

落
成
式

災
害
に
備
え
て

龍
郷

消
防
分
署

紬
購
入
助
成

ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た



６/５/
18

６/

５/

５

４

６/
５

5/
8 15

動画をご覧いただけます

　町老人クラブ連合会は今年度、コロナ感染拡大
予防のため総会を見合わせ、役員・理事会を開催し
ました。会のはじめ、自粛が続いたことに対して明る
い気持ちで前進できるよう、「上を向いて歩こう」を
合唱しました。今年度の表彰者は以下の通り。【会長

７年】平山勝治
（幾里）【会長５
年】広瀬未男（安
木屋場）、岡江純
一郎（龍郷）、濱口
修光（芦徳）
敬称略

　本町地域おこし協力隊員の森まゆみ隊員は「コロ
ナで自粛が続いていた子供たちやお年寄りの運動不
足解消に役立ててほしい。」と、アラバルーン（ゴム風
船の布カバー）を制作しました。町内の保育所、小学
校、高齢者福祉施設など約50か所への寄贈プロジェ

クトを始め、このほ
ど円小学校へ風船
カバー２個を寄贈し
ました。

　本場奄美大島紬協同組合（前田豊成理事長）はこ
の日、紬業界の維持振興のための要望書を本町へ提
出しました。内容は以下の通り。①減収事業者への
給付金など緊急的措置②群島内や本土での新たな
販売会開催③出身者の購入費補助など紬の着用促

進④研修生の住
宅賃借補助といっ
た紬産業の維持
振興⑤シャリンバ
イの植林推進など
原材料の確保。

　この度、台湾パラリンピック協会よりビデオレターが届き
ました。映っているのは、今年１月に本町で開催された交流
事業に参加いただいた、卓球選手の蕭淑卿氏と、盧碧春
氏。ビデオの中で「新型コロナウィルスに負けないで共に頑
張りましょう。」とエールを送っていただきました。来年に延

期された東京大会、
皆で是非、台湾選手
団を応援しましょう。

　龍郷町青少年育成ミュージカル「KIKUJIRO」の初回
稽古がこの日、行われました。脚本・演出・音楽制作の
松永太郎氏は「長い時間をかけて皆さんと一緒に作り
上げていきたい。」と参加者に伝えました。また、碇山
実行委員長は「来年には菊次郎の活躍だけでなく君た

ちの活躍を多くの人
に見てもらいたい。
頑張ってください。」
とエールを送りまし
た。参加希望者はご
相談ください。
☎（６９）４５３２。

東京オリ・パラ本町ホストタウン

台湾より応援メッセージ届く

コロナ拡大に伴う要望書
百貨店や販売会の中止が相次ぐ

龍郷町老人クラブ連合会第１回役員・理事会
上を向いて歩こう

　窪田圭喜議長は「経済的な不安や負担に町民は
大きな危機感を募らせている」と説明し、本町に
要望書を提出しました。内容は以下の通り。①感染
拡大防止の徹底と対策②早急な生活支援の対策
③雇用（休業）対策④売り上げが減少している事業

所（事業者）等に
対する経済対策
⑤税金等の減免
⑥長期化に備え
た感染防止対策
と更なる経済支
援策調査、研究。

龍郷町議会からコロナ対策に関する要望
多様な救済策を望む

令和３年西郷菊次郎翁生誕160周年記念
小学校５年生から高校生、計20名で練習スタート

荒波＋バルーン＝アラバルーン
みんなが笑顔になる風船

ルー・ピツゥンショウ・スーチン

TatsugoTownTopics
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　ドクターヘリとは、医療機器や医薬品を載せた専用の
ヘリコプターに、救急医療専門の医師と看護師が乗り、救
急現場で直ちに救命医療を行うことができるヘリコプ
ターのことです。ドクターヘリの活動では、患者様の命を
守るため、１分１秒でも早い救急医療の提供を基本にし

ており、患者様から一番近いランデブーポイント（場外離着陸場）を選んで着陸します。その際、着陸
のための安全管理や散水のほか、医師や看護師を救急現場へ搬送するため、救急車だけではなく消
防車や地域の消防団車両も出動します。

～ご協力のお願い～日頃より消防行政にご理解とご協力を賜りありがとうございます。ドク
ターヘリが安全に着陸するために、町民の皆様には引き続き次のとおりご協力をお願いします。

・緊急時は消防隊員、消防団員の指示に従い、ランデ
ブーポイント内から速やかに退避してください。

・ドクターヘリから直接サイレン等の合図を送
り、単独で着陸する場合もあります。

・着陸から離陸までの間、ドクターヘリに近寄ら
ないでください。

・離着陸時にダウンウォッシュといわれる吹き下
ろしの強風が発生し、砂などが舞い上がります。
洗濯物などの飛ばされやすいものを室内に移動
し、校舎や自宅、自動車の窓を閉めてください。

龍郷町内ドクターヘリランデブーポイント一覧
秋名小学校グラウンド
秋名漁港
龍北中学校グラウンド
嘉渡漁港
円港湾
安木屋場漁港
龍郷小学校第２グラウンド
龍郷港湾
龍郷漁港
龍郷町中央グラウンド

龍瀬小学校グラウンド
玉里漁港
龍南中学校グラウンド
大勝小学校グラウンド
中勝集落グラウンド
戸口港湾
戸口グラウンド
赤徳小中学校グラウンド
芦徳港湾

1

1

ドクターヘリランデブー
ポイントでのお願い
ドクターヘリランデブー
ポイントでのお願い
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お宅の住宅用火災警報器
そろそろ交換時期ではありませんか？
　住宅火災による犠牲者を減らすために、消防法が改正され、新築住宅については平成18年６

月１日から、既存住宅については平成23年５月までに住宅用火災警報器の設置が義務付けら

れました。令和３年６月には、住宅用火災警報器の既存住宅への全面設置義務化から10年が経

過することを踏まえると、今後、住宅用火災警報器の電池切れや電子部品の劣化等による故障

が増え、火災を感知しない恐れがあります。

　住宅火災で毎年約1,000人の方が亡くなっています。万が一、火災が発生した際に、あなたの

命を守るための手助けとなるのが

住宅用火災警報器です。火災から大

切な命や財産を守るために住宅用

火災警報器の設置・維持管理・交換

をよろしくお願い致します。

設置から１０年が
交換の目安です！
問合せ先　龍郷消防分署予防係
☎0997 -6 2 - 2 611



エッセイコンテスト作品集
■第４回「西郷さん」　■第５回「大島紬」
■第６回「黒糖・サトウキビ」「奄美の海」

一冊 200 円

龍郷町役場
企画観光課にて

販売中

出
会
い
ま
し
た
。
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
ユ
を
研
究
し

守
ろ
う
と
し
て
い
る
方
、
数
を
増
や
そ
う
と
努
力

し
て
い
る
方
な
ど
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
、

「
川
に
住
む
生
き
物
の
ほ
と
ん
ど
が
海
と
川
を
行

き
来
し
な
が
ら
く
ら
し
て
い
る
ん
だ
よ
。
」

 

と
言
う
言
葉
が
、
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
リ
ュ
ウ

キ
ュ
ウ
ア
ユ
が
川
と
海
を
行
き
来
し
て
い
る
こ
と

は
特
別
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
川
に

住
む
生
き
物
に
と
っ
て
、
海
も
大
切
な
す
み
か

だ
っ
た
の
で
す
。

　
海
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
き
れ
い
な
景
色
で

心
を
な
ご
ま
せ
、
海
水
浴
や
シ
ー
グ
ラ
ス
拾
い
で

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
魚
や
貝
、
海
そ
う

な
ど
に
と
っ
て
は
大
切
な
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

海
が
た
く
さ
ん
の
生
き
物
を
育
て
て
く
れ
て
い
る

お
か
げ
で
、
わ
た
し
達
の
食
も
豊
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
川
に
住
む
生
き
物
に
と
っ
て
も
大

切
な
場
所
だ
と
知
り
、
海
の
あ
り
が
た
さ
が
よ
り

分
か
り
ま
し
た
。

　
も
し
、
海
を
よ
ご
し
て
し
ま
っ
た
ら
海
の
生
き

物
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ

ア
ユ
は
絶
め
つ
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
水
に
住

む
生
き
物
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
魚
な
ど
が
食

べ
ら
れ
な
く
な
り
、
こ
ま
る
の
は
わ
た
し
達
で
す
。

自
然
に
い
じ
わ
る
を
す
る
と
、
自
分
達
に
返
っ
て

く
る
の
で
す
。

　
戸
口
小
学
校
五
年
生
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
ユ
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
ユ
は
、
絶
め
つ

き
ぐ
種
に
な
っ
て
い
る
魚
で
す
。
わ
た
し
は
こ
れ

ま
で
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
ユ
に
は
、
あ
ま
り
興
味
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
調
べ
て
い
く
う
ち

に
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
天
然
の
個
体
が
残
っ
て
い
る
の
は
、

奄
美
大
島
だ
け
だ
か
ら
で
す
。

　
わ
た
し
達
は
、
調
べ
る
中
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に

学
生
の
部

優
秀
賞

　
生
き
物
に
と
っ
て
の
大
切
な
場
所

戸
口
小
５
年
　
朝
　
柚
奈

ー第６回たつごうエッセイコンテスト「サトウキビ・黒糖」「奄美の海」ー

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会    後援：奄美新聞社 / 南海日々新聞社 / 南日本新聞社 / エフエムたつごう / 龍郷町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別協賛：（公財）奄美群島地域産業振興基金協会

６

　
大
切
な
海
。
わ
た
し
達
に
で
き
る
こ
と
は
、
何
か

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
思
い
な
が
ら
、
み
ん
な

が
日
々
過
ご
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

大
好
き
な
海
が
生
き
物
に
と
っ
て
、
住
み
や
す
く
、

大
切
な
場
所
で
あ
り
つ
づ
け
ま
す
よ
う
に
。

※年齢、学年の表記は作品応募時点

７
「歴史と文化をつむぎ未来へつなぐまちづくり」に取り組む龍郷町は、
今年も「たつごうエッセイコンテスト」を開催します。全国各地から、
皆さんの心温まる作品をお待ちしております。

〒８９４－０１９２　鹿児島県大島郡龍郷町浦110番地
  ☎  ０９９７-６９-４５１２　Fax  ０９９７-６２-２５３５
　　koho@town.tatsugo.lg.jp

テーマ いずれか1つのテーマを選んでください

「島唄」「鶏飯」「奄美の方言（シマグチ）」

募集部門

原稿枚数

審査員

賞

副賞

募集期間

高校・一般部門 ／ 小・中学生部門 　

400字詰原稿用紙２枚

出水沢藍子 -作家- ／ 仲川文子 -詩人- ／ 龍郷町教育長ほか

最優秀賞１点 ／ 優秀賞２点 ／ 佳作若干数 ／ 特別賞１点   (予定)

最優秀賞 高校・一般 10万円 ／ 小・中学校 １万円分図書カード ほか

最優秀賞、優秀賞に入選された島外在住の方は、表彰式にご招待。

令和２年７月１日～令和２年９月末 必着

応募規定

結果発表

応募上の注意点

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会
後援：奄美新聞社 / エフエムたつごう / 南海日日新聞社 / 南日本新聞社 / 龍郷町

たつごう
エッセイ
コンテスト
実行委員会

（龍郷町役場企画観光課内）

「たつごうエッセイコンテスト応募」と記載して、メールもしくは封書でお送りください。原稿は４００
字詰原稿用紙に縦書き2枚。原稿用紙１行目から本文を書くこと。別紙に①タイトル ②氏名（ふり
がな） ③年齢 ④性別 ⑤住所 ⑥職業（学生は学校名と学年） ⑦電話番号を明記。用紙をホッチキス
などでまとめないでください。

令和２年１２月以降　　　　　 令和３年２月予定

■１人につき１点とします。応募作品の返却はいたしません。■自作未発表の作品とし、ペンネームは

不可とします。■受賞作品の著作権は、たつごうエッセイコンテスト事務局に属します。■募集により

知り得た個人情報は、審査に関すること以外に使用しません。■受賞発表時には、氏名、年齢、住所（市町

村まで）を公表します。■受賞作品は、龍郷町の各広報に掲載、使用します。■メールにて応募の場合、規

定に合う形式にし、送付してください。（ワードやPDF等）

小学５年生以上
小学・中学・高校・専門学校生は
奄美群島内居住に限る

旅費、宿泊費（１泊）実行委員会負担

表彰式

応募資格
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■第４回「西郷さん」　■第５回「大島紬」
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物
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ

ア
ユ
は
絶
め
つ
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
水
に
住

む
生
き
物
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
魚
な
ど
が
食

べ
ら
れ
な
く
な
り
、
こ
ま
る
の
は
わ
た
し
達
で
す
。

自
然
に
い
じ
わ
る
を
す
る
と
、
自
分
達
に
返
っ
て

く
る
の
で
す
。

　
戸
口
小
学
校
五
年
生
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
ユ
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
ユ
は
、
絶
め
つ

き
ぐ
種
に
な
っ
て
い
る
魚
で
す
。
わ
た
し
は
こ
れ

ま
で
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
ユ
に
は
、
あ
ま
り
興
味
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
調
べ
て
い
く
う
ち

に
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
天
然
の
個
体
が
残
っ
て
い
る
の
は
、

奄
美
大
島
だ
け
だ
か
ら
で
す
。

　
わ
た
し
達
は
、
調
べ
る
中
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に

学
生
の
部

優
秀
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生
き
物
に
と
っ
て
の
大
切
な
場
所

戸
口
小
５
年
　
朝
　
柚
奈

ー第６回たつごうエッセイコンテスト「サトウキビ・黒糖」「奄美の海」ー

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会    後援：奄美新聞社 / 南海日々新聞社 / 南日本新聞社 / エフエムたつごう / 龍郷町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別協賛：（公財）奄美群島地域産業振興基金協会
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大
切
な
海
。
わ
た
し
達
に
で
き
る
こ
と
は
、
何
か

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
思
い
な
が
ら
、
み
ん
な

が
日
々
過
ご
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

大
好
き
な
海
が
生
き
物
に
と
っ
て
、
住
み
や
す
く
、

大
切
な
場
所
で
あ
り
つ
づ
け
ま
す
よ
う
に
。

※年齢、学年の表記は作品応募時点

７
「歴史と文化をつむぎ未来へつなぐまちづくり」に取り組む龍郷町は、
今年も「たつごうエッセイコンテスト」を開催します。全国各地から、
皆さんの心温まる作品をお待ちしております。

〒８９４－０１９２　鹿児島県大島郡龍郷町浦110番地
  ☎  ０９９７-６９-４５１２　Fax  ０９９７-６２-２５３５
　　koho@town.tatsugo.lg.jp

テーマ いずれか1つのテーマを選んでください

「島唄」「鶏飯」「奄美の方言（シマグチ）」

募集部門

原稿枚数

審査員

賞

副賞

募集期間

高校・一般部門 ／ 小・中学生部門 　

400字詰原稿用紙２枚

出水沢藍子 -作家- ／ 仲川文子 -詩人- ／ 龍郷町教育長ほか

最優秀賞１点 ／ 優秀賞２点 ／ 佳作若干数 ／ 特別賞１点   (予定)

最優秀賞 高校・一般 10万円 ／ 小・中学校 １万円分図書カード ほか

最優秀賞、優秀賞に入選された島外在住の方は、表彰式にご招待。

令和２年７月１日～令和２年９月末 必着

応募規定

結果発表

応募上の注意点

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会
後援：奄美新聞社 / エフエムたつごう / 南海日日新聞社 / 南日本新聞社 / 龍郷町

たつごう
エッセイ
コンテスト
実行委員会

（龍郷町役場企画観光課内）

「たつごうエッセイコンテスト応募」と記載して、メールもしくは封書でお送りください。原稿は４００
字詰原稿用紙に縦書き2枚。原稿用紙１行目から本文を書くこと。別紙に①タイトル ②氏名（ふり
がな） ③年齢 ④性別 ⑤住所 ⑥職業（学生は学校名と学年） ⑦電話番号を明記。用紙をホッチキス
などでまとめないでください。

令和２年１２月以降　　　　　 令和３年２月予定

■１人につき１点とします。応募作品の返却はいたしません。■自作未発表の作品とし、ペンネームは

不可とします。■受賞作品の著作権は、たつごうエッセイコンテスト事務局に属します。■募集により

知り得た個人情報は、審査に関すること以外に使用しません。■受賞発表時には、氏名、年齢、住所（市町

村まで）を公表します。■受賞作品は、龍郷町の各広報に掲載、使用します。■メールにて応募の場合、規

定に合う形式にし、送付してください。（ワードやPDF等）

小学５年生以上
小学・中学・高校・専門学校生は
奄美群島内居住に限る

旅費、宿泊費（１泊）実行委員会負担
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龍
郷
町
久
場
に
移
住
し
て
１
年
の
岡
島
さ

ん
宅
に
お
邪
魔
し
、お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

泥
染
め
に
魅
か
れ
て
奄
美
に

間
弓「
早
速
で
す
が
ど
の
様
な
経
緯
で
奄
美
大

島
に
移
住
さ
れ
た
の
で
す
か
？
」

岡
島「
大
学
生
の
頃
、奄
美
大
島
の
泥
染
め
を

知
り
訪
れ
た
の
き
っ
か
け
で
す
。そ
の
後
大
学

卒
業
を
し
た
後
に
２
年
間
奄
美
大
島
に
住
ん

で
い
た
事
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。」

間
弓「
以
前
に
も
奄
美
に
住
ん
で
い
た
？
」

岡
島「
は
い
。当
初
は
泥
染
め
工
場
に
ち
ょ
こ

ち
ょ
こ
通
い
な
が
ら
居
酒
屋
で
バ
イ
ト
を
し

て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、大
阪
の
実
家
に
戻
り

関
西
の
生
地
屋
さ
ん
に
勤
め
ま
し
た
。会
社
勤

め
が
長
く
な
る
中
で
、い
っ
た
い
自
分
が
本

当
に
や
り
た
い
仕
事
は
な
ん
だ
ろ
う
と
考
え

る
よ
う
な
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
、

ず
っ
と
好
き
で
関
わ
っ
て
い
た
泥
染
め
を
用

い
て
生
地
か
ら
洋
服
ま
で
作
ろ
う
！
奄
美
大

島
か
ら
自
分
の
好
き
な
物
を
発
信
し
よ
う
!!

と
想
い
を
抱
き
奄
美
大
島
へ
の
移
住
を
決
意

し
ま
し
た
。」

毎
月
来
島
し
家
を
探
し
ま
し
た

間
弓「
熱
い
想
い
と
共
に
移
住
を
さ
れ
た
の

ら
ず
、ワ
ン
ル
ー
ム
の
ア
パ
ー
ト
し
か
な
い

状
態
。最
初
は
瀬
留
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
住

み
、久
場
の
家
を
見
つ
け
る
ま
で
約
１
年
か

か
り
ま
し
た
。」

間
弓「
や
は
り
移
住
す
る
際
に
一
番
の
ハ
ー

ド
ル
に
な
っ
た
の
は
家
探
し
で
し
た
か
？
」

岡
島「
今
回
、私
は
い
い
物
件
に
巡
り
合
い
と

て
も
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
が
、人
気
の
笠
利
、龍

郷
町
で
は
本
当
に
物
件
が
な
い
と
言
う
話
を

よ
く
聞
き
ま
す
ね
。」

間
弓「
龍
郷
町
の
イ
メ
ー
ジ
は
？
」

岡
島「
既
に
龍
郷
町
に
住
ん
で
い
る
知
り
合

い
か
ら
は
と
て
も
住
み
や
す
く
、
役
場
の

フ
ォ
ロ
ー
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
た
の
で
す
が
、実
際
そ
の
通
り
で
し
た
。久

場
集
落
で
も
同
年
代
の
知
り
合
い
が
で
き
、

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。」

島
の
方
に
も
商
品
を
見
て
も
ら
い
た
い

間
弓「
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
移
住
で
す
ね
。現

在
、お
仕
事
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
？
」

岡
島「
私
が
何
故
こ
の
シ
マ
を
選
ん
で
服
を

作
っ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
、内
地
の
方
々
を
奄
美
に
呼
び
３
月
に
展
示

会
を
す
る
予
定
で
し
た
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

中
止
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、島
の
方
々
に

自
己
紹
介
も
兼
ね
て
商
品
を
見
て
貰
い
た
い

の
で
、７
月
11
日(
土
)Ｐ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｅ 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ(
笠
利
町
用
安
)に
て
展
示
会
を

す
る
予
定
で
す
。是
非
い
ら
し
て
下
さ
い
。」

間
弓「
奄
美
の
伝
統
と
現
代
の
デ
ザ
イ
ン
が

融
合
さ
れ
た
、リ
ゾ
ー
ト
感
溢
れ
る
素
敵
な

商
品
で
私
も
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。岡
島

さ
ん
の
熱
い
想
い
や
コ
ン
セ
プ
ト
と
共
に
広

が
っ
て
い
く
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。素
敵
な

お
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。」

で
す
ね
。こ
こ
の
家
は
い
つ
頃
か
ら
住
ん
で

る
ん
で
す
か
？
」

岡
島「
こ
の
春
か
ら
で
す
。元
々
は
こ
こ
の
隣

の
家
を
自
分
で
修
繕
し
な
が
ら
住
ん
で
い
た

の
で
す
が
、な
か
な
か
進
ま
な
く
て
。そ
ん
な

時
た
ま
た
ま
区
長
さ
ん
か
ら
こ
こ
の
家
が
空

く
よ
˜
と
声
を
掛
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。希

望
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
全
て
聞
き
入
れ
て
も
ら

え
て
、費
用
も
大
家
さ
ん
が
負
担
し
て
く
れ

た
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
。」

間
弓「
そ
も
そ
も
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
久
場

に
住
み
始
め
た
の
で
す
か
？
」

岡
島「
毎
月
１
回
は
奄
美
に
来
島
し
て
不
動

産
屋
を
巡
り
龍
郷
町
内
の
物
件
を
探
し
ま
し

た
。知
り
合
い
に
も
声
を
掛
け
て
回
っ
て
い

た
の
で
す
が
、な
か
な
か
一
軒
家
は
見
つ
か

　今回初めての移住者インタビューでしたが、
岡島さんはとても気さくで魅力溢れる方で、笑
顔と共に沢山お話を聞かせて頂きました。お互
い年代も近く趣味はサーフィンとの事で意気投
合しました。岡島さんが作り出す商品も魅力的
で素晴らしい物でした。今後もインタビューを
通して沢山の移住者の先輩方にお会い出来る事
を楽しみにしています。

岡島修平さん（39）久場集落在住
大阪府出身。地元関西でテキスタイルデザ
イナーとして活躍。奄美大島で泥染めや藍
染めを使ったオリジナルアパレル商品

『OHAYOU』の製作販売をする為、2019年
７月龍郷町に移住。

地域おこし協力隊
間 弓  祐 次 郎

　６月より、龍郷町内約50の施設にアラバルーン
というゴム風船の布カバーを配るプロジェクトを
始めました。子供やお年寄り達の笑顔を見たいとい
う思いから始まりましたが、今は龍郷町の皆さまに
私たち地域おこし協力隊の人となりを知ってもら
いたいと思っています。本来の仕事の合間にコツコ
ツと作り続けているアラバルーンと共に、みなさん
に会えるのを楽しみにしていますので温かく迎え
ていただけたらと思います。

地域おこし協力隊
森  ま ゆ み

移住エピソードや町の魅力についてインタビューしました。
岡島修平さん（中）、パートナーの林真衣さんも岐阜からの移住者（左）、インタビュアー間弓祐次郎（右）

連載 vol.０１

今 回 の
インタビュアー

泥以外にも琉球藍や赤土で染める作業
は町内の業者に依頼。パターンも町内の
方にお願いするなど、まさにメイドイン
龍郷の品を作り出す『OHAYOU』。

茨城県出身43歳。安木屋場集落在住。
以前は東京にて不動産賃貸仲介業、営業、店
舗責任者に従事。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

福岡県出身40歳。円集落在住。
主に接客業に従事しながら全国を飛び
回ってきました。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。
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後
に
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年
間
奄
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ん
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も
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た
ん
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す
よ
。」

間
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以
前
に
も
奄
美
に
住
ん
で
い
た
？
」

岡
島「
は
い
。当
初
は
泥
染
め
工
場
に
ち
ょ
こ

ち
ょ
こ
通
い
な
が
ら
居
酒
屋
で
バ
イ
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を
し

て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、大
阪
の
実
家
に
戻
り

関
西
の
生
地
屋
さ
ん
に
勤
め
ま
し
た
。会
社
勤
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が
長
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中
で
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が
本

当
に
や
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い
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事
は
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ん
だ
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と
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う
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よ
ね
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ら
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と
好
き
で
関
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た
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を
用
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服
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!!
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を
抱
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決
意
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ま
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毎
月
来
島
し
家
を
探
し
ま
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た

間
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熱
い
想
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と
共
に
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を
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た
の
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ず
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の
ア
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し
か
な
い

状
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に
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場
の
家
を
見
つ
け
る
ま
で
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に
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の
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は
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で
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に
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郷
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の
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り
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
た
の
で
す
が
、実
際
そ
の
通
り
で
し
た
。久

場
集
落
で
も
同
年
代
の
知
り
合
い
が
で
き
、

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。」

島
の
方
に
も
商
品
を
見
て
も
ら
い
た
い

間
弓「
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
移
住
で
す
ね
。現

在
、お
仕
事
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
？
」

岡
島「
私
が
何
故
こ
の
シ
マ
を
選
ん
で
服
を

作
っ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
、内
地
の
方
々
を
奄
美
に
呼
び
３
月
に
展
示

会
を
す
る
予
定
で
し
た
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

中
止
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、島
の
方
々
に

自
己
紹
介
も
兼
ね
て
商
品
を
見
て
貰
い
た
い

の
で
、７
月
11
日(
土
)Ｐ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｅ 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ(
笠
利
町
用
安
)に
て
展
示
会
を

す
る
予
定
で
す
。是
非
い
ら
し
て
下
さ
い
。」

間
弓「
奄
美
の
伝
統
と
現
代
の
デ
ザ
イ
ン
が

融
合
さ
れ
た
、リ
ゾ
ー
ト
感
溢
れ
る
素
敵
な

商
品
で
私
も
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。岡
島

さ
ん
の
熱
い
想
い
や
コ
ン
セ
プ
ト
と
共
に
広

が
っ
て
い
く
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。素
敵
な

お
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。」

で
す
ね
。こ
こ
の
家
は
い
つ
頃
か
ら
住
ん
で

る
ん
で
す
か
？
」

岡
島「
こ
の
春
か
ら
で
す
。元
々
は
こ
こ
の
隣

の
家
を
自
分
で
修
繕
し
な
が
ら
住
ん
で
い
た

の
で
す
が
、な
か
な
か
進
ま
な
く
て
。そ
ん
な

時
た
ま
た
ま
区
長
さ
ん
か
ら
こ
こ
の
家
が
空

く
よ
˜
と
声
を
掛
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。希

望
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
全
て
聞
き
入
れ
て
も
ら

え
て
、費
用
も
大
家
さ
ん
が
負
担
し
て
く
れ

た
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
。」

間
弓「
そ
も
そ
も
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
久
場

に
住
み
始
め
た
の
で
す
か
？
」

岡
島「
毎
月
１
回
は
奄
美
に
来
島
し
て
不
動

産
屋
を
巡
り
龍
郷
町
内
の
物
件
を
探
し
ま
し

た
。知
り
合
い
に
も
声
を
掛
け
て
回
っ
て
い

た
の
で
す
が
、な
か
な
か
一
軒
家
は
見
つ
か

　今回初めての移住者インタビューでしたが、
岡島さんはとても気さくで魅力溢れる方で、笑
顔と共に沢山お話を聞かせて頂きました。お互
い年代も近く趣味はサーフィンとの事で意気投
合しました。岡島さんが作り出す商品も魅力的
で素晴らしい物でした。今後もインタビューを
通して沢山の移住者の先輩方にお会い出来る事
を楽しみにしています。

岡島修平さん（39）久場集落在住
大阪府出身。地元関西でテキスタイルデザ
イナーとして活躍。奄美大島で泥染めや藍
染めを使ったオリジナルアパレル商品

『OHAYOU』の製作販売をする為、2019年
７月龍郷町に移住。

地域おこし協力隊
間 弓  祐 次 郎

　６月より、龍郷町内約50の施設にアラバルーン
というゴム風船の布カバーを配るプロジェクトを
始めました。子供やお年寄り達の笑顔を見たいとい
う思いから始まりましたが、今は龍郷町の皆さまに
私たち地域おこし協力隊の人となりを知ってもら
いたいと思っています。本来の仕事の合間にコツコ
ツと作り続けているアラバルーンと共に、みなさん
に会えるのを楽しみにしていますので温かく迎え
ていただけたらと思います。

地域おこし協力隊
森  ま ゆ み

移住エピソードや町の魅力についてインタビューしました。
岡島修平さん（中）、パートナーの林真衣さんも岐阜からの移住者（左）、インタビュアー間弓祐次郎（右）

連載 vol.０１

今 回 の
インタビュアー

泥以外にも琉球藍や赤土で染める作業
は町内の業者に依頼。パターンも町内の
方にお願いするなど、まさにメイドイン
龍郷の品を作り出す『OHAYOU』。

茨城県出身43歳。安木屋場集落在住。
以前は東京にて不動産賃貸仲介業、営業、店
舗責任者に従事。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

福岡県出身40歳。円集落在住。
主に接客業に従事しながら全国を飛び
回ってきました。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。
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A m a m i o s h i m a T a t s u g o

龍 郷 町 ふるさと納税

好きな自治体へ寄付ができる「ふるさと納税」 ふるさと返礼品を登録したい方
ほかにもまだまだ返礼品お選びいただけます。

ＷＥＢで

電話で

龍郷町大勝1105
☎0997-62-2227
営 10:00~20:00
休 月

このコーナーでは、龍郷町ふるさと納税制度の返礼品として贈呈する

商品やサービスを紹介します。貴事業所でも是非ご検討ください。

(有)大勝うなぎ

　“大勝”“うなぎ”と縁起の良い言葉を店名に冠した、創業42年の

老舗うなぎ店。「うなぎ・米・たれ・焼き」全てにこだわった伝統の

味は、初代・良蔵氏から現在は二代目の良弥氏へと引き継がれ、

多くの人に親しまれています。

　2006年、家庭菜園で育て始めた６本の苗木が実をつけたこと

をきっかけに、甘くて優しく、人を笑顔にさせてくれるマンゴーに

魅せられ、この感動をもっと多くの人に味わってほしいと果樹部

門・あたり果樹園を新設。６本の苗木から取れた種を植え付け、現

在は100本ものマンゴーを栽培、果樹の販売も行っています。

　これからも伝統のうなぎと、感動のマンゴーを皆さまにお届け

します。

鹿児島県産
うなぎ蒲焼
約70g×3枚〔タレ・山椒付〕

寄附額15,000円

特秀品 奄美大島産
完熟マンゴー
〔1kg以上２～３玉  化粧箱入〕

寄附額15,000円

ご家庭用 奄美大島産　
パッションフルーツ
〔2kg24～30玉　段ボール入〕

寄附額15,000円

※龍郷町へのふるさと納税は町外の方のみです。

あなたのお店の自慢の品も登録しませんか？
個人事業主でも登録できます。

龍郷町では、「ふるさと納税推進業務協力事業者募集
要領」に基づき返礼品の登録事業者を随時募集して
います。新型コロナウイルスの影響を受けている事業
者の皆様からのご相談も受け付けておりますので、詳
しくは、下記までお問い合わせください。

問合せ先　役場企画観光課☎６９-４５１２

この記事を書いた人
地域おこし協力 隊 辰巳奈緒子

　　　　　ふるさと納税ポータルサイト
『さとふる』『ふるさとチョイス』に掲載して

います。または龍郷町ＨＰをご覧ください。

　　　　　返礼品一覧を送付いたします。お電話も
しくはメールにてご住所・お名前をお教えてください。
龍郷町役場企画観光課☎０９９７-６９-４５１２

メール  kikakukanko@town.tatsugo.lg.jp
Tatsugo -11-
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手続きの流れ①龍郷町内の紬販売店で購入する紬などを決める②購入前に役場企画観光課に申請（見積書
も併せて提出）③交付決定を受けてから購入・仕立て④領収書や写真を添付して企画観光課に実績報告⑤
確定通知と共に助成金が振り込まれます。問合せ先  龍郷町役場企画観光課　０９９７（６９）４５１２
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無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
２
年
7
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

７
月
９
日（
木
）

　
大
倉
克
大
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

７
月
16
日（
木
）

　
和
田
知
彦
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

７
月
30
日（
木
）

　
本
多
剛
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

問
合
せ
先・予
約
先

　
奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

　
市
民
生
活
係

　
☎（
５
２
）１
１
１
１
　
内
線
１
７
１
６

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い

場
合
も
市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
県
民
の
皆
様
に
広
く
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
、期
間
中
オ
ン
ラ
イ
ン
映
画
上
映
及
び

展
示
を
開
催
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
映
画
　「
信
頼
の
回
覧
板
」監

督
／
上
田
謙
太
郎
さ
ん
■
公
開
開
始 

７
月

25
日(

土)

午
後
１
時
30
分

■
公
開
場
所「
鹿
児
島
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局

ム
ー
ブ
！
か
ご
し
ま
」（
鹿

児
島
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
）■
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
学
び
を
重
ね
て
き
た
学
習
者
か
ら
の
手

紙
の
朗
読
と
鹿
児
島
の
風
景
で
構
成
す
る
セ

ル
フ
ィ
ー
＆
リ
モ
ー
ト
製
作
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
で
す
。

展
示
　「
い
ま
だ
か
ら
こ
そ
！
届
け
た
い「
つ

な
が
る
こ
と
ば
」〜
男
女
共
同
参
画
マ
イ
ン

ド
で
綴
る
あ
な
た
への
手
紙
■
場
所 

か
ご
し

ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ

問
合
せ
先

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
男
女
共
同
参

画
推
進
課(

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー)

☎
０
９
９（
２
２
１
）６
６
０
３

　
０
９
９（
２
２
１
）６
６
４
０

７
月
25
日
〜
31
日

県
男
女
共
同
参
画
週
間

る
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。■
こ
の
運
動
が
目
指
す
こ
と

（
目
標
１
）犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
明
る
い
地

域
社
会
を
築
く
こ
と
。（
目
標
２
）犯
罪
や
非

行
を
し
た
人
が
再
び
犯
罪
や
非
行
を
し
な

い
よ
う
に
、そ
の
立
ち
直
り
を
支
え
る
こ
と
。

■
こ
の
運
動
に
お
い
て
力
を
入
れ
て
取
り
組

む
こ
と（
１
）犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立

ち
直
り
を
支
え
、再
犯
を
防
止
す
る
こ
と
の

大
切
さ
や
、更
生
保
護
の
活
動
に
つ
い
て
、広

く
知
っ
て
も
ら
い
、理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
の
取
組
。（
２
）保
護
司
、更
生
保
護
女

性
会
会
員
、Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
、協
力
雇
用
主
等

の
厚
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
な
り
手
を
増

や
す
た
め
の
取
組
。（
３
）犯
罪
や
非
行
の
防

止
や
、犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り

に
は
様
々
な
協
力
の
方
法
が
あ
る
こ
と
を
示

し
、多
く
の
人
に
支
え
手
と
し
て
加
わ
っ
て

も
ら
う
た
め
の
取
組
。（
４
）民
間
協
力
者
と

地
方
公
共
団
体
と
国
と
の
連
携
を
強
化
し

つ
つ
、犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
が
、仕
事
、住

居
、教
育
、保
健
医
療・福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

に
関
し
必
要
な
支
援
を
受
け
や
す
く
す
る

た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
取
組
。薬
物

依
存
か
ら
の
回
復
と
社
会
復
帰
を
長
期
的

に
支
え
る
地
域
の
環
境
を
作
る
こ
と
。（
５
）

犯
罪
や
非
行
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、若
い
人

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
期
す
る
取
組
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
唱
／
法
務
省

　
国
勢
調
査
は
、日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べて
の
人
及
び
世
帯
を
対
象
と

す
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査

で
、国
内
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、５
年
ご
と
に

行
わ
れ
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
、調
査
方
法
等
に
つ
い
て
総

務
省
に
お
い
て
検
討
し
て
お
り
ま
す
が
、調

査
は
実
施
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
次
号
に
て
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

調
査
の
期
日
　
令
和
２
年
10
月
１
日

調
査
の
対
象
　
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る

す
べて
の
人（
外
国
人
を
含
む
）及
び
世
帯

調
査
事
項
　
世
帯
員
に
つ
い
て
の
質
問
15
項

目・世
帯
に
つ
い
て
の
質
問
４
項
目

２
０
２
０
年
国
勢
調
査
実
施

か
ぼ
ち
ゃ
新
規
栽
培
者
募
集

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、市
町
村
の
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

販
売
価
格
　
各
１
枚
３
０
０
円

販
売
期
間
　
７
月
14
日（
火
）〜８
月
14
日（
金
）

抽
選
日
　
８
月
21
日（
金
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
当
選
金

　一　
等
　
５
億
円×

21
本

　
前
後
賞
各
　
１
億
円×

42
本
ほ
か

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
当
選
金

　一　
等
　
１
０
０
０
万
円×

80
本

※

発
売
総
額
２
４
０
億
円・８
ユ
ニッ
ト
の
場
合

問
合
せ
先

（
公
財
）鹿
児
島
県
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
９
９（
２
０
６
）１
０
０
１

　
７
月
18
日（
土
）、７
月
19
日（
日
）に
予
定

し
て
い
ま
し
た
第
47
回
大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
競
技
別
交
歓
大
会
、第
61
回
大
島

地
区
大
会（
郡
体
）は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

問
合
せ
先
　

龍
郷
町
教
育
委
員
会
☎（
６
９
）４
５
３
２

ス
ポ
少
交
歓
大
会・郡
体

大
会
中
止
の
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

通
知
カ
ー
ド
廃
止

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
た
め
の「
通
知

カ
ー
ド
」の
新
規
発
行
等
の
手
続
き
は
、令

和
２
年
５
月
25
日
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。そ

　
龍
郷
町
で
は
重
点
品
目
野
菜
で
あ
る
、か

ぼ
ち
ゃ
の
新
規
栽
培
者
を
募
って
い
ま
す
。か

ぼ
ち
ゃ
栽
培
に
興
味
が
あ
り
、少
し
で
も
お

金
を
稼
ぎ
た
い
と
思
って
い
る
方
々
に
、か
ぼ

ち
ゃ
栽
培
の
現
状
及
び
収
益
や
栽
培
方
法

な
ど
研
修
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。■
農
地

を
お
持
ち
の
方
、農
地
は
な
い
け
ど
興
味
の

あ
る
方
、現
在
お
勤
め
の
方
、定
年
を
迎
え

何
か
仕
事
を
考
え
て
い
る
方
、興
味
が
あ
れ

ば
誰
で
も
参
加
自
由
で
す
。■
研
修
会
を
通

し
て
今
後
の
栽
培
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。研
修
会
へ
参
加
希
望
の
方

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
農
林
水
産
課
☎（
６
９
）４
５
２
４

の
後
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は

引
き
続
き
可
能
で
す
。■
通
知
カ
ー
ド
廃

止
後
で
あ
っ
て
も
、通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ

れ
た
交
付
申
請
書
を
お
持
ち
の
場
合
は
、ス

マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
可
能
で
す
。（
改
姓
や

転
居
等
で
通
知
カ
ー
ド
の
記
載
事
項
に
変

更
が
あ
る
場
合
で
も
可
能
で
す
。）■
通
知

カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
た
交
付
申
請
書
を
紛

失
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
①
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付

き
の
交
付
申
請
書
を
役
場
で
入
手
し
、オ
ン

ラ
イ
ン
交
付
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
か
ら

手
書
き
用
の
交
付
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
上
で
、郵
送
に
よ
る
交
付
申
請
を
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

５
月
25
日
以
降
の
通
知
カ
ー
ド
の
取
扱
い

通
知
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
場
合
、通
知
カ
ー

ド
に
記
載
さ
れ
た
氏
名
、住
所
等
が
住
民
票

に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
と一致
し
て
い
る
と

き
は
、引
き
続
き
通
知
カ
ー
ド
を
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
証
明
す
る
書
類
と
し
て
使
用
で
き
ま

す
。■
５
月
25
日
以
後
、氏
名
、住
所
等
の

記
載
事
項
の
変
更
が
あ
る
方
は
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
又
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ

れ
た
住
民
票
の
写
し
若
し
く
は
住
民
票
記

載
事
項
証
明
書
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
証
明
が

可
能
で
す
。

問
合
せ
先  

役
場
町
民
税
務
課
☎（
６
９
）４
５
１
９

　
令
和
２
年
度
裁
判
所
職
員
採
用一般
職

試
験（
裁
判
所
事
務
官
、高
卒
者
区
分
）の

実
施
に
つ
い
て
。

申
込
受
付
期
間 

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
７
月

７
日（
火
）午
前
10
時
〜
７
月
16
日（
木
）受

信
有
効
②
郵
送
７
月
７
日（
火
）〜
７
月
10

日（
金
）消
印
有
効

第
１
次
試
験
日
　
９
月
13
日（
日
）

詳
し
い
こ
と
は
、受
験
案
内
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。受
験
案
内
は
、５
月
22
日（
金
）か

ら
裁
判
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
-

w
.courts.go.jp/saiyo/index.htm

l

に
掲
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、最
寄
り
の
裁
判

所
で
も
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
事
務
所

事
務
局
総
務
課
人
事
第一係

☎
０
９
９（
８
０
８
）３
７
０
７

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

　
毎
年
７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
で
す
。同
運
動
は
、す
べて
の
国
民

が
、犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
犯
罪
や
非
行
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な
明

第
70
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

交
付
申
請
書

通
知
カ
ー
ド

龍郷町役場　（代表）0997-62-3111　平日 ８時30分から17時15分 開庁

fax

Tatsugo -13-

令
和
２
年

７
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

名
誉
町
民

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト

ト
ピ
ッ
ク
ス

荒
波
龍
美
館

落
成
式

災
害
に
備
え
て

龍
郷

消
防
分
署

紬
購
入
助
成

ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た



無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
２
年
7
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

７
月
９
日（
木
）

　
大
倉
克
大
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

７
月
16
日（
木
）

　
和
田
知
彦
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

７
月
30
日（
木
）

　
本
多
剛
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

問
合
せ
先・予
約
先

　
奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

　
市
民
生
活
係

　
☎（
５
２
）１
１
１
１
　
内
線
１
７
１
６

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い

場
合
も
市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
県
民
の
皆
様
に
広
く
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
、期
間
中
オ
ン
ラ
イ
ン
映
画
上
映
及
び

展
示
を
開
催
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
映
画
　「
信
頼
の
回
覧
板
」監

督
／
上
田
謙
太
郎
さ
ん
■
公
開
開
始 

７
月

25
日(

土)

午
後
１
時
30
分

■
公
開
場
所「
鹿
児
島
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局

ム
ー
ブ
！
か
ご
し
ま
」（
鹿

児
島
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
）■
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
学
び
を
重
ね
て
き
た
学
習
者
か
ら
の
手

紙
の
朗
読
と
鹿
児
島
の
風
景
で
構
成
す
る
セ

ル
フ
ィ
ー
＆
リ
モ
ー
ト
製
作
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
で
す
。

展
示
　「
い
ま
だ
か
ら
こ
そ
！
届
け
た
い「
つ

な
が
る
こ
と
ば
」〜
男
女
共
同
参
画
マ
イ
ン

ド
で
綴
る
あ
な
た
への
手
紙
■
場
所 

か
ご
し

ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ

問
合
せ
先

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
男
女
共
同
参

画
推
進
課(

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー)

☎
０
９
９（
２
２
１
）６
６
０
３

　
０
９
９（
２
２
１
）６
６
４
０

７
月
25
日
〜
31
日

県
男
女
共
同
参
画
週
間

る
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。■
こ
の
運
動
が
目
指
す
こ
と

（
目
標
１
）犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
明
る
い
地

域
社
会
を
築
く
こ
と
。（
目
標
２
）犯
罪
や
非

行
を
し
た
人
が
再
び
犯
罪
や
非
行
を
し
な

い
よ
う
に
、そ
の
立
ち
直
り
を
支
え
る
こ
と
。

■
こ
の
運
動
に
お
い
て
力
を
入
れ
て
取
り
組

む
こ
と（
１
）犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立

ち
直
り
を
支
え
、再
犯
を
防
止
す
る
こ
と
の

大
切
さ
や
、更
生
保
護
の
活
動
に
つ
い
て
、広

く
知
っ
て
も
ら
い
、理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
の
取
組
。（
２
）保
護
司
、更
生
保
護
女

性
会
会
員
、Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
、協
力
雇
用
主
等

の
厚
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
な
り
手
を
増

や
す
た
め
の
取
組
。（
３
）犯
罪
や
非
行
の
防

止
や
、犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り

に
は
様
々
な
協
力
の
方
法
が
あ
る
こ
と
を
示

し
、多
く
の
人
に
支
え
手
と
し
て
加
わ
っ
て

も
ら
う
た
め
の
取
組
。（
４
）民
間
協
力
者
と

地
方
公
共
団
体
と
国
と
の
連
携
を
強
化
し

つ
つ
、犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
が
、仕
事
、住

居
、教
育
、保
健
医
療・福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

に
関
し
必
要
な
支
援
を
受
け
や
す
く
す
る

た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
取
組
。薬
物

依
存
か
ら
の
回
復
と
社
会
復
帰
を
長
期
的

に
支
え
る
地
域
の
環
境
を
作
る
こ
と
。（
５
）

犯
罪
や
非
行
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、若
い
人

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
期
す
る
取
組
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
唱
／
法
務
省

　
国
勢
調
査
は
、日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べて
の
人
及
び
世
帯
を
対
象
と

す
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査

で
、国
内
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、５
年
ご
と
に

行
わ
れ
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
、調
査
方
法
等
に
つ
い
て
総

務
省
に
お
い
て
検
討
し
て
お
り
ま
す
が
、調

査
は
実
施
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
次
号
に
て
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

調
査
の
期
日
　
令
和
２
年
10
月
１
日

調
査
の
対
象
　
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る

す
べて
の
人（
外
国
人
を
含
む
）及
び
世
帯

調
査
事
項
　
世
帯
員
に
つ
い
て
の
質
問
15
項

目・世
帯
に
つ
い
て
の
質
問
４
項
目

２
０
２
０
年
国
勢
調
査
実
施

か
ぼ
ち
ゃ
新
規
栽
培
者
募
集

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、市
町
村
の
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

販
売
価
格
　
各
１
枚
３
０
０
円

販
売
期
間
　
７
月
14
日（
火
）〜８
月
14
日（
金
）

抽
選
日
　
８
月
21
日（
金
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
当
選
金

　一　
等
　
５
億
円×

21
本

　
前
後
賞
各
　
１
億
円×

42
本
ほ
か

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
当
選
金

　一　
等
　
１
０
０
０
万
円×

80
本

※

発
売
総
額
２
４
０
億
円・８
ユ
ニッ
ト
の
場
合

問
合
せ
先

（
公
財
）鹿
児
島
県
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
９
９（
２
０
６
）１
０
０
１

　
７
月
18
日（
土
）、７
月
19
日（
日
）に
予
定

し
て
い
ま
し
た
第
47
回
大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
競
技
別
交
歓
大
会
、第
61
回
大
島

地
区
大
会（
郡
体
）は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

問
合
せ
先
　

龍
郷
町
教
育
委
員
会
☎（
６
９
）４
５
３
２

ス
ポ
少
交
歓
大
会・郡
体

大
会
中
止
の
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

通
知
カ
ー
ド
廃
止

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
た
め
の「
通
知

カ
ー
ド
」の
新
規
発
行
等
の
手
続
き
は
、令

和
２
年
５
月
25
日
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。そ

　
龍
郷
町
で
は
重
点
品
目
野
菜
で
あ
る
、か

ぼ
ち
ゃ
の
新
規
栽
培
者
を
募
って
い
ま
す
。か

ぼ
ち
ゃ
栽
培
に
興
味
が
あ
り
、少
し
で
も
お

金
を
稼
ぎ
た
い
と
思
って
い
る
方
々
に
、か
ぼ

ち
ゃ
栽
培
の
現
状
及
び
収
益
や
栽
培
方
法

な
ど
研
修
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。■
農
地

を
お
持
ち
の
方
、農
地
は
な
い
け
ど
興
味
の

あ
る
方
、現
在
お
勤
め
の
方
、定
年
を
迎
え

何
か
仕
事
を
考
え
て
い
る
方
、興
味
が
あ
れ

ば
誰
で
も
参
加
自
由
で
す
。■
研
修
会
を
通

し
て
今
後
の
栽
培
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。研
修
会
へ
参
加
希
望
の
方

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
農
林
水
産
課
☎（
６
９
）４
５
２
４

の
後
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は

引
き
続
き
可
能
で
す
。■
通
知
カ
ー
ド
廃

止
後
で
あ
っ
て
も
、通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ

れ
た
交
付
申
請
書
を
お
持
ち
の
場
合
は
、ス

マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
可
能
で
す
。（
改
姓
や

転
居
等
で
通
知
カ
ー
ド
の
記
載
事
項
に
変

更
が
あ
る
場
合
で
も
可
能
で
す
。）■
通
知

カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
た
交
付
申
請
書
を
紛

失
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
①
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付

き
の
交
付
申
請
書
を
役
場
で
入
手
し
、オ
ン

ラ
イ
ン
交
付
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
か
ら

手
書
き
用
の
交
付
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
上
で
、郵
送
に
よ
る
交
付
申
請
を
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

５
月
25
日
以
降
の
通
知
カ
ー
ド
の
取
扱
い

通
知
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
場
合
、通
知
カ
ー

ド
に
記
載
さ
れ
た
氏
名
、住
所
等
が
住
民
票

に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
と一致
し
て
い
る
と

き
は
、引
き
続
き
通
知
カ
ー
ド
を
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
証
明
す
る
書
類
と
し
て
使
用
で
き
ま

す
。■
５
月
25
日
以
後
、氏
名
、住
所
等
の

記
載
事
項
の
変
更
が
あ
る
方
は
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
又
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ

れ
た
住
民
票
の
写
し
若
し
く
は
住
民
票
記

載
事
項
証
明
書
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
証
明
が

可
能
で
す
。

問
合
せ
先  

役
場
町
民
税
務
課
☎（
６
９
）４
５
１
９

　
令
和
２
年
度
裁
判
所
職
員
採
用一般
職

試
験（
裁
判
所
事
務
官
、高
卒
者
区
分
）の

実
施
に
つ
い
て
。

申
込
受
付
期
間 

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
７
月

７
日（
火
）午
前
10
時
〜
７
月
16
日（
木
）受

信
有
効
②
郵
送
７
月
７
日（
火
）〜
７
月
10

日（
金
）消
印
有
効

第
１
次
試
験
日
　
９
月
13
日（
日
）

詳
し
い
こ
と
は
、受
験
案
内
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。受
験
案
内
は
、５
月
22
日（
金
）か

ら
裁
判
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
-

w
.courts.go.jp/saiyo/index.htm

l

に
掲
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、最
寄
り
の
裁
判

所
で
も
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
事
務
所

事
務
局
総
務
課
人
事
第一係

☎
０
９
９（
８
０
８
）３
７
０
７

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

　
毎
年
７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
で
す
。同
運
動
は
、す
べて
の
国
民

が
、犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
犯
罪
や
非
行
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な
明

第
70
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

交
付
申
請
書

通
知
カ
ー
ド

龍郷町役場　（代表）0997-62-3111　平日 ８時30分から17時15分 開庁

fax
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龍郷町名誉町民　
第９回

本町は、明治から昭和にかけて学者、政治家をはじめ法曹界などで活躍した偉人を多
く輩出した「人材の町」として知られています。
その偉大な功績を称え、10名が名誉町民として表彰されています。

19 3 5

19 4 7

19 4 8

19 5 0

19 51

戸口尋常小学校卒

大島中学校卒

明治大学専門部法科卒

中央大学税務高等経理講習修了

東京大学公開講座修了

東京財務局館内の淀橋税務署を振り出しに勤務

参議院議員に就任

税務会計事務所を開設

参議院議員退任

奄美連合・復帰対策委員総本部常任参与、以来同副委員長、革新系の

復帰問題懇話会一促進会委員長、復興促進会総本部副委員長を歴任

● 経 歴 ●

● 表 彰 ●

● 功 績 ●
　父 与喜志は龍郷村村会議員として５期村政にたずさわり82才の高齢で他界、母 未益

は87才で他界しました。

　嘉は奄美人初の参議院議員として、郷土の復帰・復興促進運動に実践部隊長として終

始一貫、郷土問題解決に挺身奮闘。また、東京奄美会会長・関東安陵会会長など歴任し、

郷土出身者の育成にも力を注ぎました。多忙な日程の中でも様々な会合に出席、独特の名

調子で話をし、人気があり、尊敬される人物でした。宏洲一男著『奄美人物名鑑』には「その

話し方には衆に感銘を与え、その切れ味は天性的なものがある。」と明記されています。

◇参考文献◇宏洲一男．『奄美人物名鑑』アド・タイムズ奄美 1981年

19 8 6

20 0 5

社会党東京連合会名誉賞

日本税理士連合会長期永続賞

勲2等瑞宝章

龍郷町名誉町民

     　 か わ か み  　   よ し み

川上 嘉
1909年～1994年 戸口出身
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館

おしらせ

りゅうがく だより 令和２年７月号

●一般書● ●児童書●

｜今月のおすすめ｜ ｜今月のおすすめ｜

暑い夏がやってきました。学生の皆さんは、夏休みが待ち遠しいですね。

時間がたっぷりある休みに、じっくり本を読んでみませんか？

りゅうがく館図書室では、貸出中の本を予約することができます。

貸出可能となりましたら、電話にてご連絡いたします。ご希望の

方はお気軽に職員までお声掛けください。

・『タヌキのきょうしつ』（山下 明生/あかね書房）
・『山のちょうじょうの木のてっぺん』

（最上 一平/新日本出版社）
・『11番目の取引』（アリッサ・ホリングスワース/鈴木出版）
・『ながーい5ふん みじかい5ふん』

（オリヴィエ・タレック/光村教育図書）
・『飛ぶための百歩』（ジュゼッペ・フェスタ/岩崎書店）
・『オレ、カエルやめるや』（デヴ・ペティ/マイクロマガジン社）
・『はみがきれっしゃ しゅっぱつしんこう！』

（くぼ まちこ/アリス館）
・『池上彰のはじめてのお金の教科書』（池上 彰/幻冬舎）
・『はなびドーン』（カズコG・ストーン/童心社）                   他

・『逆ソクラテス』（伊坂 幸太郎/集英社）
・『還暦からの底力』（出口 治明/講談社）
・『三体』（劉 慈欣/早川書房）
・『無理難題が多すぎる』（土屋 賢ニ/文藝春秋）
・『豊田章男』（片山 修/東洋経済新報社）
・『茨木のり子詩集』（茨木 のり子/岩波書店）
・『しあわせ歯ならびのつくり方』（浅川 幸子/時事通信社）
・『syunkonカフェごはん7』（山本 ゆり/宝島社）
・『高糖度・連産ミカンつくり』

（川田 建次/農山漁村文化協会）
他

『100歳の精神科医が見つけ
たこころの匙加減』

（高橋 幸枝/飛鳥新書）
　100年生きてきて、思うの
は「匙加減」の大切さです。「生
きていく」とは、この匙加減を
見極めていく営みにほかなり
ません。――本文より

精神科医として半世紀にわたり、患者と向き
合ってきた著者だからこそ気づけた、「迷いす
ぎて苦しまないためのヒント」とは⁉
あらゆる不幸は人と比べることから始まる、断
ることも立派な愛情表現…。
毎日を穏やかにちょうどよく生きるための40
の真理を伝える。本書をきっかけに、あなたの
「ちょうどよい匙加減」を見つけてみませんか。

『 ポ リ ぶ く ろ 、1 ま い 、
すてた』

（ミランダ・ポール/さ・え・ら
書房）
　第66回青少年読書感
想文課題図書。アイサ
トは、破れたポリ袋を1

枚地面に捨てた。ゴミは2枚になり、それが10枚
に、ついには道いっぱいにゴミの山が広がった。
人間が捨てたゴミを食べたやぎたちが、命を落
とす。アイサトは、「自分たちで何とかしよう！
」と仲間たちと一緒に捨てられたポリ袋を集め、
あるものを作り始める…。アフリカのガンビア
共和国にあるンジャウ村の実話をもとにした絵
本。環境保護、身近なごみ問題についてどう向き
合うか考えさせられる、大人にも子どもにもお
すすめの本です。
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プレパパママ教室

予約制

令和２年４月開設 妊娠・出産・子育てを切れ目なくサポートします！

子育て世代包括支援センター

〇：保健センター開放日
●：子育てサロン
◎：保健センター開放、相談日

問合せ　役場保健福祉課☎６９-４５１４

よりお知らせ

　不安や悩み事もいっぱいの妊娠期…幸せいっぱいの妊娠期間が過ごせる
ように、龍郷町では令和２年７月からプレパパママ教室を開催します。妊娠
中や子育て中は誰でもわからないことや心配事が多いものです。町内で、同
じ時期に出産を迎えるお母さんたちや先輩お母さんたちと気楽におしゃべ
りしてみませんか？お父さんの参加も大歓迎です！

　子育て中のお母さんお父
さん、親子でサロンに遊びに
来ませんか？お子さんの成
長に合わせた運動遊びや感
覚遊びを楽しみましょう！

場所　保健センター
　　　どぅくさ館２階

前期クラス　７/18（土） 11/21（土） 後期クラス　９/19（土） １/16（土）時間　13：00～15：30

申込み　子育て世代包括支援センター  ☎６９-４５１４

子育てサロン

場所　保健センターどぅくさ館２階

日時　第２・４金曜日　10：00～11：45

　保健センターの開放に合わせ
て、保健師・保育士が妊娠期や子育
て期の相談を行います。予約の必
要はありませんので、どうぞお気
軽にご相談ください。

子育て相談日

場所　保健センターどぅくさ館２階

日時　第3金曜日　10：00～12：00

妊娠中の身体の変化やマイナートラブ
ル、生活上の注意点など
7/18クラスの申込みは7/10（金）まで

分娩経過や赤ちゃんとの生活、
沐浴体験など

わきゃシマの玉黄金
06 june 満１歳になりました。

この子たちに誇れる町を
みんなでつくりましょう。

　　　　　　　　 たつひろ

栗山 龍洋くん  R1.６.26 生
  芦徳　父  祐平   母   沙織 

　　　　　こ は な

里 心華ちゃん  R1.６.３ 生
  戸口　父  祐太　母  真友子  

ゆ
っ

くり、すくすく育ってね
！あ

んよが上手になったよ♪
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シイノトモシビタケ
　自然観察の森は光るものが2つありますが、その

うちの1つがシイノトモシビタケです。カサだけで

なく柄も発光し、非常に幻想的な光り方をするキノ

コです。光っている理由はナメクジ等に食べてもら

い菌をばらまき、仲間を増やすためという説が有力

です。昼間は光っているように見えないですが、夜

は目で分かりますので夜の森の雰囲気を感じつつ

観察してみては？

【
5
月
届
出
】

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 敬

称
略

保
護
者

友
介

健
人

優
介

伸
広

芦
徳

赤
尾
木

赤
尾
木

瀬
留

【
5
月
届
出
】

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

髙
橋

沖
島

大
尾

横
尾

沙
南

仁
成

惟
月

凪
咲

重
枝

　ヱ
ミ

前
田

　信
子

盛

　勇
藏

按

　末
忠

浦  

愛
寿
園

嘉
渡

秋
名

安
木
屋
場

(

95)
(

70)
(

54)
(

88)

グラウンドゴルフ場
利用料助成

75歳以上の高齢者の皆様の交流及
び 健 康 の 増 進 を 目 的 に ワ ー ク セ ン
ター奄美グラウンドゴルフ場の利用
者へ利用料の助成をいたします！１回200円  月1,000円が上限です

申請方法    下記の申請に必要なものをご持参の上、申請をしてください。

・申請書（役場保健福祉課またはワークセンター奄美に設置してあります）
・年齢確認書類（保険証等）
・振込用の通帳
・利用した日のわかるもの（ワークセンター奄美発行のポイントカード）

■利用した月から６ヶ月以内の申請が必要です。■支給決定後、個人口座へ振り込みとなります。
■４月利用分から対象となります。（4月分に関してましては10月末まで申請可能です）

申請・問合せ先
役場保健福祉課

詳しくは問合せ下さい

☎６９-４５１４

嘉渡14㊋・28㊋

円１㊌・８㊌・15㊌・22㊌・29㊌

安木屋場７㊋・14㊋・21㊋・28㊋　

瀬留１㊌・20㊊　玉里４㊏・18㊏

浦13㊊　大勝15㊌　川内21㊋

中勝２㊍・16㊍12：00～

下戸口20㊊　中戸口９㊍

上戸口７㊋・21㊋　赤尾木１㊌・21㊋

芦徳６㊊・13㊊・20㊊・27㊊

７月どぅくさ会　明記ない場合は14：00～
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「龍郷町支え合いマスク」皆さまのおかげで町民の皆さまに
２枚ずつ約12,000枚の配布、また障害者施設４か所、高齢者施設
３か所への配布が完了しました。ご協力ありがとうございます。
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アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
今年：17件 2020.6.10現在

問合せ先：生活環境課☎69-4525

7/1 7/2 7/3 7/4 7/5 7/10 7/11 7/12

8:00 8:00 8:00 7:30 7:30 7:30 7:30 7:30

9:30 9:30 9:30 10:00 10:00 10:00 10:00 10:00

令和２年度　７月  各種健（検）診日程表

龍郷町行事予定７月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

■
楽
ら
く
体
操
教
室

龍郷　毎週木曜　午前9：30～
秋名・幾里　毎週木曜　午後2時～
嘉渡　第１·３火曜　
大勝　毎週木曜　午後2時～
川内　毎週金曜　午後7：30～

■どぅくさ会  14:00~16:00

■でぃでぃクラブ
　りゅうがく館13:30~16:00

■保健センター開放
　乳幼児対象 10:30~16:00

　　
■健診  秋名↓
■どぅくさ会
　円・瀬留・赤尾木

　　
■健診  円↓
■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会 中勝

　　
■保健センター開放
■健診  戸口↓
■でぃでぃ
■楽らく川

　　
■健診  浦↓
■どぅくさ会 玉里

　　
■どぅくさ会 円

　　
■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会
　中戸口

　　
■子育てサロン
どぅくさあや館10：00～

■健診  大勝↓
■でぃでぃ
■楽らく川

　　
■健診  赤尾木↓

　　
■健診  浦↓

　　
■保健センター開放
■どぅくさ会 芦徳

　　
■楽らく嘉
■どぅくさ会
   安木屋場・上戸口

　　
■どぅくさ会 円

海の日
■楽らく秋・龍・大

スポーツの日
■でぃでぃ
■楽らく川

　　
■町スポーツ少年団
　交歓大会
　（バレー・ソフト）

終業式
■保健センター開放
■どぅくさ会 
下戸口・芦徳・瀬留

　　
■1.6歳健診
どぅくさあや館12：30～
■楽らく嘉
■どぅくさ会 川内
   安木屋場・上戸口  
   赤尾木

　　
■どぅくさ会 円

　　
■楽らく秋・龍・大

　　
■保健センター開放
■でぃでぃ
■楽らく川

　　
■町スポーツ少年団
　交歓大会（水泳）

駐在員会
■保健センター開放
■どぅくさ会 芦徳

　　
■母子父子寡婦福
祉 会 相 談 日 役 場
18：30～(要予約）
■どぅくさ会 
　嘉渡・安木屋場

■母子歯科相談
どぅくさあや館13：00～

■たうごう在宅家
族の会りゅうがく館
13：30～
■どぅくさ会 
　円・大勝

　　
■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会 中勝
　12：00～

　　
■保健センター開放
　相談日
■でぃでぃ
■楽らく川

　　
■プレパパママ教室
どぅくさあや館13：30～

■どぅくさ会 玉里

県知事選
　　7：00～18：00
■健診  赤尾木↓

民児協定例会
■保健センター開放
■どぅくさ会 
　浦・芦徳

　　
■どぅくさ会 
　嘉渡・安木屋場

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

旧：5月15日

旧：６月１日

龍郷町母子父子寡婦
福祉会料理教室
７月17日
コロナ感染予防のた
め中止になりました。

龍郷町内でツマジロクサヨトウの
発生が確認されています
●ツマジロクサヨトウは極めて広食性のヤガ科（ヨト
ウ・メイチュウ）の害虫で、サトウキビ・トウモロコシ
等、80種類以上の作物に被害を与えることが知られて
います。特に若いトウモロコシを激しく食害します。

●芯部を食害されたトウモロコシ周辺にはおがくず状
の糞が見られるようになり
ます。発生初期は、トウモロ
コシの内部に入り込み、幼虫
の確認は難しいですが、放置
すると急激に成長し、大きな
被害を引き起こします。

●繁殖力が強く、定着する
と地域の農作物に大きな被
害が発生することが懸念さ
れています。

●あやしい症状を発見した
ら、役場農林水産課まで。

　　☎６９-４５２４


